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社会学部同窓会

森
田
忠
男
会
長
の
挨
拶

一⊇

劃

り

３

割

ヨ
◆日時 1999年 10月 23日 仕)
午後 1時半受付 2時開会

◆場所 法政大学市ヶ谷857・ 教職員食堂
◆プログラム

①記念講演 講師紹介
講師 社会学部教授 稲増龍夫先生 「イ
ンターネット時代における現代若者気質」
②記念式典 開会挨拶

校歌斉唱

会長挨拶

来賓祝辞

感謝状贈呈

同窓会会旗の披露

③祝賀会  乾杯
アトラクション

懇談

開会挨拶
◆会費 10000円
参加者には記念誌を贈呈します。

◆参加申込み

同封の葉書かまたは電話、振込用
紙で 9月 30日 までに事務局へ。

本
年
二
月
二
六
日
に
開
票

さ
れ
た
卒
業
生
評
議
員
選
挙

に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
方

の
心
暖
か
い
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
て
、
め
で
た
く
当

選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
す
も

っ
て
、
こ
こ
に
厚

く
御
礼
を
中
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
選
挙
は
、
当
初
か

ら
激
戦
が
予
想
さ
れ
て
お
り

ま
し
て
、
最
低
当
選
ラ
イ
ン

は
ｔ
●
●
票
位
に
な
る
だ
ろ

う
と
さ
さ
や
か
れ
て
お
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
同
窓
会
と
し

て
は
選
挙
対
策
委
員
会
を
設

け
る
な
ど
し
ま
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
選
挙
戦
に

臨
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
立
候
補
者
数

三
四
名
（当
選
者
数
三
人
名
）

と
い
う
情
況
の
中
で
、
得
票

数
七
二
二
票
、
順
位
二
〓
位

で
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。＊

　

　

　

＊

　

　

　

＊

こ
の
こ
と
は
、
社
会
学
部

同
窓
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、

法
政
大
学
新
聞
学
会
の
Ｏ
Ｂ

会
で
あ
る

「
二
十
年
会
」
の

皆
様
方
、
さ
ら
に
は
学
部
を

越
え
た
多
く
の
友
人
た
ち
の

お
力
添
え
の
お
蔭
で
ご
ぎ

ま

す

。
今
後
は
、
そ
う
し
た
皆

方
と
母
校
を

つ
な
ぐ
バ
イ

役
と
し
て
、
ま
た
声
の
代

者

と

し

て

、

さ

ら

に

は

「

か
れ
た
法
政
２‐
」
ビ
ジ
ョ

実
現
の
た
め
に
公
正
な
連

を
求
め
る
よ
う
に
努
力
し

ま

い
り
ま
す
。
ひ
き

つ
づ

の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

い
い
た
し
ま
す
。

き
ま
し
た
。
式
典

・
祝
賀
会

で
は
、
旧
交
を
温
め
、
親
昨

を
深
め
る
と
と
も
に
、
こ
の

十
年
間

の
確
か
な
歩
み
を
振

り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
同
窓

会

の
あ
り
方
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

奮

っ
て
ご
参
加
下
さ

い
。

卒
業
生
名
簿
は
、
同
窓
会

設
立
準
備
委
員
会
に
よ

っ
て

一
九
八
八
年
に
作
成
さ
れ
た

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
人
■
回
、

そ
れ
を
さ
ら
に
補
充

・
整
備

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
大
学
に
対

し
て
大
学
が
収
集

・
管
理
し

て
い
る
①

一
九
八
五
年
度
以

降
の
社
会
学
部
卒
業
生
の
名

簿
デ
ー
タ
、
②

一
九
人
四
年

度
以
前
の
卒
業
生
の
最
新
デ

ー
タ
の
提
供
を
要
望
し
て
い

ま
す
。
社
会
学
部
の
先
生
方

に
も
ゼ
ミ
事
業
生
名
簿
の
提

供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
提
供
さ
れ
た
デ

ー
タ
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
保
護
に
努
め
、
同

窓
会

の
活
動
に
資
す
る
と

い

う
目
的
以
外
に
利
用
す
る
こ

と
を
厳
し
く
戒
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

十
周
年
記
念
誌
に
つ
い
て

は
、
同
窓
会
十
年
の
歩
み
と

エ
ビ
ソ
ー
ド
や
想
い
出
、
法

政
大
学

・
社
会
学
部
の
今
と

米
来
、
こ
れ
か
ら
の
同
窓
会

の
展
望
と
抱
負
、
会
員

・
役

員

・
社
会
学
部
の
先
生
方
や

職
員
、
現
役
生
の
皆
さ
ん
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
、
話

題
豊
富
な
内
容
を
満
載
す
べ

く
、
委
員
会
で
知
恵
を
絞

っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
是
非

三
高
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ

下
ヽ
ヽ
い
。

記
念
誌
は
、式
典
・祝
賀
会

へ
の
参
加
者
に
無
料
で
配
付
さ

れ
ま
す
。
他
に
有
料
で
も
頒
布

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
事

務
局

へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。

ま
た
、
記
念
誌
掲
載
広
告

を
本
紙
８
頁
の
要
領
で
募
集

し
て
い
ま
す
。
大
学

・
学
部

へ
の
無
償
の
貢
献
の
証
と
し

て
広
告
掲
載
に
足
非
ご
協
力

下
さ
い
。
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記
念
式
典

ｏ
祝
賀
会
は
１０
月
２３
日
開
催

記
念
事
業
の
取
り
組
み
進
む

社
会
学
部
同
窓
会
は
、

一

九
八
九
年
に
設
立
さ
れ
て
か

ら
、
早
い
も
の
で
、
こ
と
し

３
月
、
十
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
同
窓
会
役
員
会
は
、
こ

れ
を
祝

っ
て
下
記
の
よ
う
な

記
念
事
業
を
行
う
た
め
に
、

森
田
忠
男
会
長
を
委
員
長
と

す
る
実
行
委
員
会
を
つ
く
り
、

四
つ
の
委
員
会
に
別
れ
て
鋭

意
、
準
備
に
当
た

っ
て
い
ま

す
。０

１０
月
２３
日
に
十
周
年
記

念
式
典

・
祝
賀
会
を
開
催
す

る
　
‐―
式
典
委
員
会

（石
川

秀
雄
委
員
長
、
八
板
巌
委
員

長
代
理
）

②
事
業
生
名
簿
を
補
充

・

整
備
す
る
　
　
名
簿
委
員
会

（遠
藤
伸
男
委
員
長
）

０
十
周
年
記
念
誌
を
作
成

す
る
―
―
記
念
誌
委
員
会
　
　
位
か
ら
広
く
募
金
を
あ
お
ぐ

（倉
成
美
敏
委
員
長
）
　

　

　

　

ヽ
ア
，
）す
る
　
‐
〈
ム
計
委
員

０
以
上
三
つ
の
事
業
は
、
　

　

会

（鈴
木
和
男
委
員
長
）

特
別
会
計
を
立
て
て
独
ヤ
採
　
　
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊

算
制
で
ま
か
な
う
。
会
員
各
　
　
　
十
周
年
記
念
式
典

・
祝
賀

会
は
、
別
掲
の
通
り
開
催
さ

れ
ま
す
。

同
窓
会
は
、
こ
の
十
年
間
、

同
窓
生
の
規
睦
と
交
流
、
人

学

・
学
部
の
支
援
を
図
る
た

め
に
、
会
員
各
位
の
理
解
と

協
力
を
得
な
が
ら
、
同
窓
会

会
報
の
発
行
、
事
業
生
名
簿

の
発
行

・
整
備
、
大
学

■
７

部
教
授
会
と
の
懇
談
、
他
学

部
同
窓
会
と
の
交
流
、
土
曜

セ
ミ
ナ
ー
、
就
職
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
、
同
窓
会
ら
し
い
、
多

彩
な
事
業
活
動
を
展
開
し
て

卒
業
生
名
簿
の
補
充
・整
備

記
念
誌
の
刊
行


